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１．はじめに 

 フレッシュコンクリートは打設される際に振動等の外力により流動化および変形させられる（締固めされ

る）が，昨今の土木業界における担い手不足から振動機の運用に係る人員負荷や振動に伴う騒音による周辺環

境の悪化がコンクリートの振動成型を取り巻く課題となっている１）．そこで我々は，フレッシュコンクリート

の保形性および加振変形性を高いレベルで両立させ，振動時間低減による省力化や振動強度低減による打設現

場の周辺環境改善を実現する技術の探索を行った．本稿では，コンクリート混和剤と特殊増粘剤の併用効果に

ついて紹介する． 

２．実験概要 

２．１ 使用材料および配合 

実験に使用した材料を表－１に，コンクリ

ート配合を表－２に示す．すべての材料は

20℃で管理され，骨材は表面乾燥状態に調

整した．増粘剤には，セメント粒子への吸

着性を有する特殊高分子化合物を用いた． 

２．２ フレッシュコンクリートの調整 

強制二軸型ミキサーに，表－１記載の材

料を投入し，40rpm の撹拌速度で空練りを

15 秒間行った．次いで，各混和剤を溶解さ

せた練り混ぜ水を投入し，90 秒間練り混ぜ

を行った． 

２．３ コンクリート試験 

 コンクリート試験の試験項目および試

験方法を表－３に示す．２．２の通り調整

したコンクリートをスコップで均一化さ

せた後，JIS A 1101に準拠してコンクリートスランプを測定した．その後，NEXCO 試験法 733 に準拠した装

置を用いて，一定時間加振した後のスランプフローを測定した．空気量は JIS A 1128 に準拠して測定した． 

２．４ セメントスラリーの調整 

表－１記載の高性能 AE 減水剤（SP1，SP2，SP1＋VIS）を水に溶解させて練り混ぜ水とした後，これをセ

メント 400 g に投入しハンドミキサーを用いて 620rpm の撹拌速度で 90 秒間練り混ぜを行った． 

２．５ レオメーター測定 

 ２．４の通り調整したセメントスラリーをレオメーター（Physica MCR301，株式会社アントンパール・ジャ

パン社製）のステージに 1.5 mL 乗せ，測定（測定点数 50 点，測定点間隔：0.4 sec，せん断ひずみ速度：0.5

～50 sec-1，対数上昇）を行った． 
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３．結果と考察 

３．１ コンクリート試験 

 横軸にコンクリートスランプを，縦軸に 10 秒加振した後

のスランプフローをプロットしたグラフを図－１に示す．

SP1 および SP2 を単独で用いた場合には，コンクリートス

ランプと加振後スランプフローに同様の挙動がみられた．

一方で，SP1 と VIS を併用した場合には同コンクリートス

ランプにおけるスランプフローが増大することがわかった．

続いて，同試験において，横軸に加振時間を，縦軸に加振

後スランプフローをプロットしたグラフを図－２に示す．

このグラフから，SP1 と VIS を併用した場合には，所定の

加振後スランプフローを得るために必要な加振時間が短い

ことがわかる．このことは，コンクリート打設時の締固め

時間の短縮，すなわち，当該作業の省力化につながると考

えられる．また，締固めエネルギーが加振時間および振動

の最大加速度の二乗に比例する２）ことを踏まえると，加振

時間が短いことは最大加速度が小さいことに対応する．つ

まり，コンクリート打設時の振動強度を低減することがで

き，騒音低下による周辺環境の改善につながる可能性が期

待される． 

３．２ 特殊増粘剤によるレオロジー改質効果 

 続いて，レオロジー改質効果について考察した．横軸に

セメントスラリーにかかるせん断速度を，縦軸にせん断応力 

をプロットしたグラフを図－３に示す。SP1 を単独で用い

た場合に比して，SP1 と VIS を併用した場合には，同降伏

値条件における応力印加時のせん断速度が大きいことがわ

かった．このことは，少ないエネルギーでセメントスラリー

が素早く変形させられることを意味しており３），上記のコン

クリート試験の結果と一致する．作用機構については，特殊

増粘剤がセメント粒子に吸着し，より顕著なチクソ性をセメ

ントスラリーに付与したものと考察する． 

４．まとめ 

 コンクリート混和剤と特殊増粘剤を併用することで，フレ

ッシュコンクリートの加振変形性を向上させられることが

わかった． 
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